
進路実現に向けて、真剣に取り組む３年生の姿を目にする機会が増えました。そして、来月には中間考

査ですね。今こそは、学習に集中するとき。日頃の授業で学んだことを振り返り、しっかりと自分のものに

して考査に臨んでください。 

まだまだ日中は暑さの残る毎日ですが、文化の秋もそろそろ深まっていくことでしょう。放課後のひとと

き、自習をしたり、ゆっくりと読書をしたり、時には一人静かに過ごす時間もいいものです。図書館をうま

く活用してください。 

 

             

 

  〇『手で見るぼくの世界は』         樫崎 茜      くもん出版 

  〇『母の国、父の国』            小手鞠 るい    さ・え・ら書房 

  〇『パップという名の犬』          ジン・ルイス    評論社 

  〇『勉強が面白くなる瞬間  

読んだら勉強したくなる 究極の勉強方法』パク・ソンヒョク  ダイヤモンド社 

  〇『ハンチバック』             市川 沙央     文藝春秋 

  〇『ナナメの夕暮れ』            若林 正恭     文藝春秋 

  〇『完全版 社会人大学  

人見知り学部 卒業見込』        若林 正恭     KADOKAWA 

  〇『愛と涙と有機の神様ものがたり  

まんが古事記』             ふわ こういちろう 講談社  

  〇『グッド・ライフ  

幸せになるのに、遅すぎることはない』  ロバート・ウォールディンガー 辰巳出版 

  〇『アルケミスト 夢を旅した少年』     パウロ・コエーリョ KADOKAWA 

  〇『13歳から分かる！７つの習慣  

自分を変えるレッスン』         「７つの習慣」編集部 日本図書センター 

 

【第 35回読書感想画中央コンクール 指定図書】 
 

 
                                                                      
 
 
 
 

手で見るぼくの世界は 母の国、父の国 パップという名の犬         

       

図書館だより （第５号） 

北宇和高校図書委員会 



図書紹介文📖 
 
『ぼくのおやつ』  ぼく 著 
この本はマシュマロでできているマシュマロアザラシのオス「マロさん」と、

著者である鈴カステラ「ぼく」のふたりでたくさんのおやつを作っています。こ
の本のおすすめポイントは登場してくる「マロさん」と「ぼく」です。感情豊か
なこのふたりが細かな部分までアドバイスをくれるからです。挿絵がとても可愛
く、一緒に作っているかのように感じます。また、どのレシピも見開き１ページ
で書かれてあり、作っている途中にページをめくらなくていいのも良いところで
す。完成した写真やアレンジレシピが添えてあり楽しんで作ることができます！                
        私のおすすめのレシピは「混ぜて炊くだけ！フワフワ！バナナ

ケーキ」です。材料は、絹豆腐、バナナ、ホットケーキミック
ス・卵・砂糖の５つだけです。作り方は、絹豆腐をつぶし、バ
ナナは粗めに潰し、次に炊飯器に全ての材料を入れ、混ぜたら
炊きます。一度炊けたら、竹串を刺して確認し、生地がついて
くるようならもう一度炊きます。生地がついてこなければ温か
いうちにケーキクーラーに出し、冷ましたら完成です。料理初
心者でも簡単に作れるレシピです。アレンジバナナケーキとし
て、ココアパウダーを加えてみたり、刻んだアーモンドチョコ
チップを一緒に入れたりキャラメルを５～６粒加えてみてもと
てもおいしいです。たくさんのレシピが載っているので是非読
んでみてください！         ３年３組 芳村 胡桃 

 
 
『水車館の殺人』  綾辻 行人 著 
 綾辻行人の館シリーズの原点にしてデビュー作の本作は、十角館と呼ばれる名
前通り上から見ると正十角形をしている孤島の館で大学の推理小説研究会のメン
バー６人が次々に殺されていく、というストーリーです。メンバーはそれぞれ
「アガサ」や「ポウ」など欧米のミステリー作家の名前に由来するニックネーム
で呼び合っていて、かつて十角館で起こった殺人事件の謎を解き明かすためにこ
の島へ訪れます。しかし、二日目の朝突然現れた「第一～最後の被害者」や「探
偵」「殺人犯人」等と書かれたプレートが見つかったことで、島は徐々に陰りを
見せることとなり三日目にしてプレート通り、「第一の被害者」が出てしまいま
す。本作は十二章で構成されており、八章までは十角館のある「島」と「本土」       
で殺人事件の謎を追う江南と守須の２つの視点で交互に 
書かれています。そしてこの視点と、彼らのニックネー 
ムが物語の重要な要素で、ミスディレクションとして私 
たち読者を楽しませてくれます。ミステリー好きであれ 
ばあるほど騙される巧妙なトリックの数々、犯人が判っ 
た上でもう一度読み返して気付く念入りに隠された細や 
かな伏線。綾辻作品を読んでいれば誰もが警戒するミス 
テリー構成であるにも関わらず、絶対に解くことのでき 
ないこの２つの殺人事件。次にこの謎に挑む「探偵」はあなたです。   

３年２組 遠矢 和子 


